
分散システムによるオンラインマネジメントシステムの構築 

坂本 侑基†  貫井 崇††  巨 東英††† 

埼玉工業大学 工学部 電子工学科†  埼玉工業大学 工学部 応用化学科††  埼玉工業大学††† 

 

 

1. 緒言 

 単一サーバ上にあるオンラインマネジメントシ

ステム上で多数のユーザが処理を行うと，ユーザ

がスムーズに作業を行うことは高性能のサーバで

なければ難しい．ユーザがオンラインマネジメン

トシステムを快適に使用できる環境かつ運営者に

とっては低コストでオンラインマネジメントシス

テムを構築できる方法が求められている. 

そこで本研究では，オンラインマネジメントシ

ステムを構築するために，システム全体にかかる

処理を多数のサーバに分散し，１台の高性能のコ

ンピュータにも匹敵しうるシステムを開発するこ

とを試みた． 

 

2. システムの構成 

2.1 オンラインマネジメントシステム 

本研究は，オンラインマネジメントシステムを

立ち上げるために Apache を用いた．これは動作環

境の違いによって設定や動作を個別に区別する必

要がなく，グローバル的にシステムを利用するこ

とができるので，大きなメリットである．オンラ

インマネジメントシステムでは，実験によって得

た結果およびシミュレーションの結果，さらに

IndBASEWeb-HT というデータベースをマネジメント

システムに登録あるいはリンクし，実際の熱処理

プロセスの設計条件を検索しながら，生産部品の

コストを低減するマネジメント管理を行われるこ

とが生産のニーズに期待されている．そして，こ

のコストの決定によって，熱処理の実施にかかわ

る必要な費用（材料費や人件費，その他費用）を

計算して合計額を出し，見積書を作成することが

出来る．また，このシステムによって熱処理プロ

セスの最適条件を決定し，熱処理ＣＡＥコードに

支援するための材料データの登録や検索，各種の

解析と変換を行うことができる．図１はマネジメ

ントシステムの概略である． 

 
図 1．マネジメントシステムの構成図 

 
2.2 分散システム 

 本研究で構築したシステム［１］は，同じマネジメ

ントシステムのサーバを４台用意しておき，ネッ

トワークで結ばれた各サーバにユーザを割り振る．

この結果，サーバ１台あたりにかかるシステムの

負荷を減らせば，システム全体では，作業の処理

をスムーズすることが出来る．本研究の分散シス

テムは図２に表されている．システム上では複雑

なことをしてるが，ユーザ側から見ると単一のサ

ーバを使用しているときと全く変わることのない

環境を使用することが出来る．その環境を実現す

るために独自で作成したプログラムを用い，ユー

ザを自動で割り振っている．また，１台のサーバ

が故障しても他のコンピュータで処理を代わりに

行えるため，運営しやすい． 

 

 
図 2．分散システム概略図 
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2.3 分散システムの方法 

分散システムでは，大きく分けて４つの作業を

行っている．分散システムのフローチャートを図

３に示す．一つ目はユーザ認証及び管理で，ユー

ザ認証や新規登録をすることができる．新規登録

では，ユーザのＩＤ，パスワード，氏名を入力す

るようになっている．二つ目はシステムの負荷を

取得で，ユーザがログインに成功したときに各オ

ンラインデータベースサーバにかかるシステムの

負荷を独自で作成したプログラムを用いて取得す

る．三つ目は作業の指定で，ユーザは自分の望む

作業を指定することができる．現在，ユーザはＣ

ＡＤもしくは見積書の作成のどちらかを選択する

ことができる．実際の作業指定画面を図４に示す．

最後は各サーバの比較をし，ユーザを割り振る作

業で，独自で作成したプログラムを用いて分散シ

ステムは各サーバの負荷の比較をし，ユーザが最

もスムーズに処理を行うことができ，かつ希望の

作業ができるサーバへユーザを飛ばす． 

 
図 3．分散システムのフローチャート 

 

 
図 4．作業指定画面 

 
2.4 オンラインデータベースシステム 

オンラインデータベースのデータベースには

PostgreSQL を用いた．また，オンラインデータベ

ースを構築［２］するために PHP を用いた［３］．さら

に，Apache のモジュールの一部として動作するの

で CGI よりも処理速度が早くなり，サーバの負荷

も低減できるからである．構築したデータベース

はユーザ情報，材料の二つのデータベースからな

る．材料データベースでは，材料データの登録や

検索を行うことが出来る．これには，過去にどう

いった部品（歯車など）を作成したかなどの例を

登録していき，検索できるようにしていく予定で

ある．主に材料のデータは数多くのデータが入っ

ている IndBASEWeb-HT という材料データベースを

使用することになる． 

 

3. 材料データベース（IndBASEWeb-HT） 

 材料データベース IndBASEWeb-HT とは他の研究

によって構築したシステムであり，データマイニ

ング技術によって熱処理過程における金属材料に

関する相変態の物性値，熱物性，力学物性及び機

械的性質を同定するデータベースである．また，

材料の成分，規格による検索及び各材料の特性図

を表示し，ネットワーク上で熱処理シミュレーシ

ョンシステムに支援できる知的発見材料データベ

ースシステムである．材料データベースを使用し

たときの一例を図５に示す． 

 
図 5．材料データベース 

 
4. 結言 
 本研究では，独自で作成したプログラムを用い

て各サーバのシステムの負荷を取得し，各サーバ

の負荷の比較をした結果最も負荷の少ない各サー

バにユーザを飛ばし，サーバ１台当りにかかるシ

ステムの負荷を減らすことが実現できた．今後の

課題としては，熱処理 CAE に支援するデータマイ

ニングシステムと結合できるマネジメントシステ

ムの構築が期待されている． 
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